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本速報版は、主に回答者の属性・世帯の状況・就労状況について、前回調査時からの変化を確認でき

るように分析したものである。幼児期の保育・教育に対するニーズについては、次の報告書において掲載

する。また、本速報版では、相対的貧困世帯の基準を算出している。貧困が子どもの成育環境にどのよう

な影響を与えているかを把握するクロス集計についても、次の報告書において掲載する。 

令和５年 12 月８日（金）～12 月 28 日（木） 

 

住民基本台帳を用いて、まず、令和 5 年 4 月 1 日現在で 0～10 歳の子どもがいる世帯を抽出し

た。次に、兄弟・姉妹がいる世帯では、下の子どもを選び、年齢・地域に偏りがでないように、下記の

人数を抽出した。 

①就学前児童の保護者：1,600 人（うち就園児 1250 人、未就園児 350 人） 

②就学児童の保護者 ：1,000 人 

 

いずれの調査においても、紙の調査票と WEB 回答フォームを用意。 

就園児には園配布で依頼。未就園児と就学児童は、調査票を郵送し、回答を依頼した。 

 

回収数及び回答率は以下の通り。前回（H30）年よりも就学前児童では微減であるが小学生では回

答率が上昇している。 

 

 

 回答結果の割合「％」は有効回答数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第 2 位で四

捨五入している。そのため、単数回答であっても合計が 100.0％にならない場合がある。 

 図表中の「n」は Number of case の略で、「n＝」は該当質問の回答者数を表す。なお、無回答の処

理によって、回答者数が異なる場合がある。  

調査対象 配布数 回収数 回収率 
有効 

回答数 

有効 

回答率 

（参考） 

H30 

回収率 

就学前

児童 

就園児 1,250 
1,272 79.5% 1,259 78.7% 81.2% 

未就園児 350 

小学生 1,000 654 65.4% 643 64.3% 58.7% 
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①居住地 

 
 

 

 

 

 

 ②子どもの性別  

 

 

 

③子どもの人数  

 

 

【「就学前児童」対象 前回比較】 

 

 

 

 

【「小学生」対象 前回比較】 
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④回答者の性別 

 

 

【「就学前児童」対象 前回比較】 

 
 

 

 

【「小学生」対象 前回比較】 

 

 

⑤配偶者の有無 

 

 

⑥子育てを主に行っている人 

 

 

【「就学前児童」対象 前回比較】 

 

 

 

【「小学生」対象 前回比較】 
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⑧日頃、お子さんを見てもらえる人や施設 

【「就学前児童」対象】 

 

 

 

 

 

【「小学生」対象】 
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⑦収入 

【「就学前児童」と「小学生」対象の合算】 

１）世帯所得の分布と前回比較 

 

 

 

※比較をするため、前回の選択肢に合わせて集計している。 

 

 

 

 

 

 

2）安曇野市の相対的貧困世帯の推定 

・ OECD の相対的貧困率の定義に基づいて算出。相対的貧困率は、世帯の可処分所得を世帯人員

の平方根で調整した所得（等価可処分所得）の中央値（所得を多い順に並べた時にちょうど

真ん中に来る値）の半分に満たない世帯員の割合。 

・ なお、今回は、未就学児童と小学生の両方の回答をあわせて算出している。 
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⑨就労状況 

1）母親 

 

 

【「就学前児童」対象 前回比較】 

 

 

 

 

【「小学生」対象 前回比較】 
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2）父親 

 

【「就学前児童」対象 前回比較】 

 

 

 

 

 

 

【「小学生」対象 前回比較】 
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⑩パート・アルバイト等で就労している者のフルタイムへの転換希望 

1）母親 

 

 

【「就学前児童」対象 前回比較】 

 

 

 

【「小学生」対象 前回比較】 
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2）父親 

 

【「就学前児童」対象 前回比較】 

【「小学生」対象 前回比較】 
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⑪現在就労していない者の就労希望（母親） 

 

 

 

【「就学前児童」対象 前回比較】 

就労希望する時の子どもの年齢 
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⑫父親・母親の育児休業・休暇の取得状況 

1）母親 

 

 

 

 

※比較をするため、前回調査の選択肢に合わせて集計している。 

小学生対象の調査は前回調査では聞いていないため、比較できない。 

育児休業を取得していない理由 
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2）父親 

 

 

 

 

※比較をするため、前回調査の選択肢に合わせて集計している。 

小学生対象の調査は前回調査では聞いていないため、比較できない。 

育児休業を取得していない理由 

 


